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地方財政の充実・強化に関する意見書採択についての陳情
  陳 情 者  
伊勢崎市中央町 30-4
日本労働組合総連合会群馬県連合会
伊勢崎地域協議会　　議長　宮下　和夫
 陳情の内容 

　社会保障の充実、DX化、脱炭素化、物価高騰

対策、防災・減災、地方公共交通の再構築など、

増大する地方公共団体の財政需要を的確に把握

し、それを支える人件費を重視し、現行の水準に

とどまらない、より積極的な地方財源の確保・充

実をはかることなど、地方財政の充実・強化を求

める全10項目の意見書を国へ提出すること。

 総務経済常任委員会における審査 

不採択とすべきもの
［採択１名・趣旨採択１名・不採択３名］ 

本会議における審議
 賛成全員で不採択 

委員の主な意見
採択　地方がある程度行政サービ

スを一般住民に提供できるような

レベルの人員を確保するためには

財源確保というのは、どうしても

必要だと思うので、採択すべきで

ある。

趣旨採択　地方がいろいろやるの

に対して、大変であるということ

は、私は認めたいと思うので、趣

旨採択と考える。

不採択　地域ごとに実情に応じた

慎重な政策判断と補完策の設計

が求められるというようなこと

は、いろんな課題が多いというこ

とで、これを町の議会として、採

択することは難しいということで

不採択と考える。
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「読まれない議会だよりに
出す意味なし！」（寄居町編集方針）
　これは、寄居町の議会だより作成のスローガンであ

り、理念です。議員は町の現状を包み隠さず伝える

ことや町民の生の声を伝えることに力を注いでいます。

その結果、議会だより作成の過程が議員の活動を喚

起することとなり、記事作成のための日常的な取組が

行われることになります。この議員の活発な取材活動

により、寄居町の議会だよりは住民目線の読まれる議

会だよりとなっているのではないかと思われます。

「これからの玉村町の議会だより」
　玉村町も住民の声を取り上げた「TamaVoice」

や過去の一般質問のその後を伝える「追跡」、各種団

体との意見交換を紹介する「VOICE」等の企画を立

ち上げ、徐々にではありますが、議会だよりの改革に

　町村議会広報コンクールにて、４年連続で最優秀賞（第１位）を受賞した議会だよりがあります。
それは埼玉県寄居町の「お元気ですか　寄居議会です」です。今回の研修では、寄居町の議会広報紙
作成のための考え方や具体的な作成過程を詳しく伺い、大きな刺激を受けました。

議会だよりを考える（全国町村議会広報研修会報告）

取り組んでいます。今回の研修では、寄居町の議会だ

よりに強い刺激を受け、今まで以上に玉村町らしい読

まれる議会だよりを目指していきたいとの思いを強く

しました。まだ改革半ばではありますが、ぜひ、以前

との違いを感じていただければ幸いです。

Tama Voice
水道事業は町の重要なインフラ
です。 安全で安心な水を供給す
るため、 水道料金の値上げは、
やむを得ないと思いますが、 尚
一層の効率的な運営により、 値
上げ幅を極力抑えるように努力
していただきたいです。

 松浦 正さん（飯塚）

9月25日（水）
ニッショーホール

（東京都港区）




